
別紙様式 

令和 ５ 年度 学校評価シート 
 

 

目指す学校像・育てたい生徒像（スクール・ポリシー等に基づいて記載する）  学校評価の公表方法  
現
状
・
進
捗
度 

Ａ 十分に達成している。 （80%以上） 

・地域の学校として地域に愛され、学校教育活動を通して自己肯定感を育成し、自らの
進路を切り開き、社会に貢献できる人材を育てる学校。 
・基礎学力や粘り強さや誠実さ、協調性を身に付け、主体的に行動し、状況に応じた適
切な判断や行動ができる生徒。また、地域にある学校として、地域の魅力を知り、地域
の実情を把握し、地域社会に貢献できる生徒。 

 学校のホームページを通して、保護者に自己
評価や学校関係者の評価の結果を知らせると
共に、「学校評価シート」にある方針、実施
状況を学校運営協議会委員に対して説明し、
ご意見を頂き教育活動に活かす。 

 Ｂ 概ね達成している。  （60%以上） 

  Ｃ あまり十分でない。   （40%以上） 

  Ｄ 不十分である。    （40%未満） 

 

自己評価（分析、計画、取組、評価）  学校関係者評価（ 月  日実施） 

番
号 

計画・取組 評価（３月２５日現在）  
学校関係者（学校運営協議会）から頂いたアンケー

ト結果では、 

Ａ：そう思う Ｂ：どちらかというとそう思う Ｃ：

どちらかというとそう思わない 

Ｄ：そう思わない Ｅ：よく判らない  の評価規準

である。 

（１）目標や重点がわかりやすく示されているか？ 

の質問では、Ａが６７％ Ｂが３３％ （２）生徒

が、明るく生き生きと学校生活を送っていると思い

ますか？Ａが６７％、Ｂが３３％ （３）学校はコ

ミュニケーションをとりやすいですか？Ａ５０％ 

Ｂ５０％ （４）教育活動に保護者や地域の意見が

反映されていますか？Ａ１７％ Ｂ８３％ （５）

教職員は協力して教育活動を行っていると思います

か？Ａ６７％ Ｂ３３％ （６）他の学校にない特

色がありますか？Ａ１００％ （７）わかりやすい

授業を展開していると思いますか？Ａ６７％ Ｂ３

３％ （８）習熟度別・少人数授業は生徒にとって

有意義と思いますか？ Ａ６６％ Ｂ１７％ Ｅ１

７％（９）進路指導は充分ですか？Ａ８３％ Ｂ１

７％ という結果であった。 

 自由記述では、○ここ数年貴校の教育活動がます

ます充実しているように思われます。生徒の学習の

軌跡をみとりつつ、今後も継続できるように期待し

ます。 

 昨年度と比べてＡの数が増加しており、特に「本

校には、他の学校にない特色があると思いますか？」

の質問では、全員が「そう思う」との評価をいただ

き、今年度から取り組んだ学校としての総合的な探

究の時間や活動が充実したことがうかがえる。 

 継続、発展させるためにも来年度も取り組みたい。 

重点目標 
現
状 具体的取組 評価項目と評価指標 

進
捗
度 

進捗状況 今後の改善方策  

１ 

生徒ひとりひとりの学習

状況を把握し、学習意欲

を高め基礎学力の定着を

目指し、進路実現につな

げていく。 

Ｂ 

学習環境の整備や授業規律

の指導を徹底する。 

授業時での規律、態度を正し、学びに向か

う姿勢を指導し涵養しているか。 
Ｂ 

授業に集中できない場面

があり、個別指導を行った 

クラス内学力格差が大きく、授業

展開は困難であるが、少人数の特

性を活かし個別対応を充実した

い。様々な機会を捉え、学ぶ目的・

意義を繰り返し伝え、学ぶ意欲を

高める授業展開や教材の工夫を

行いたい。 

 
教材の精選、発問や授業展開

の研究・実践を行う。 

学ぶことの意義と主体的に学ぶ態度を育

成できているか。 
Ａ 

学習の進捗状況をこまめ

に観察し指導に活かせた。 

配慮を必要とする生徒につ

いて実態把握し対応する。 

毎日行う情報共有により実態把握して、指

導に活かせているか。 
Ａ 

毎日の情報共有を行い学

習状況等把握できた。 

２ 

規律ある生活習慣を身に

つけさせ、目標を持った

意欲的な高校生活を送ら

せるように全職員が指導

にあたる。 
Ｂ 

校内外において挨拶運動、

身だしなみ指導を行う。 

挨拶の励行や校内美化の徹底ができてい

るか。 Ａ 

挨拶や校内美化を教員が

意識することで徹底でき

た。 

全校生徒の 9割が野球部であり、

規律正しい寮生活や学校生活を

送ることができたので、習慣とな

るように取り組みたい。来年度

も、毎日の情報共有を行い、全職

員が対応するような体制を構築

したい。 

 １日を振り返り、生徒の情

報共有を行う。 

情報共有により生徒状況を把握し、教育活

動に活かせているか。 
Ａ 

情報共有がされ、教育活動

に活かすことができた。 

自他の人権意識向上など研

修や講演を実施する。 

いじめ・ＳＮＳ指導・特別指導ゼロを目指

す。予防指導をしっかりできたか。 
Ｂ 

いじめはなかったが、特別

指導が数件あり指導した。 

３ 

学校教育活動全体を通し

て、自己肯定感や豊かな

人間関係を築き、自らの

進路を切り開く力の育成

を目指す。 Ｂ 

学校行事や特別活動への積

極的な参加を促す。 

豊かな人間関係を構築する力を育むこと

ができたか。 
Ａ 

総合的な探究の時間やＬ

ＨＲを充実できた。 

今年度も進路に関する意識が低

く、安易に指定校推薦やＡＯ入試

を選択する生徒が多く、生徒自身

が自分の進路開拓をしていける

ように、来年度も情報提供や、3

年間の系統立てたキャリア教育

を構築し実践する必要があるの

で、進路講話やガイダンスを充実

したい。 

 

進路実現のために個人面談

や三者面談を実施する。 

安易な進路選択ではなく、将来を見据えた

進路指導ができたか。 Ａ 

全学年とも数回、面談を行

うことで学習意欲・進路意

識を高めることができた。 

大学見学や職場見学等を通

しキャリア教育を推進する。 

生徒が主体的に高い目標を持ち、自らの進

路を切り開く力を育むことができたか。 Ａ 

進路ガイダンス、模擬テス

トを増やし、充実した内容

になるように工夫できた。 

４ 

地域との連携を深め、体

験や経験を通して地域を

理解し、積極的に地域貢

献する意識と態度を養

う。今年度は、各学年テー

マを決めて総合的な探求

の時間を系統立てて実施

する。 

Ｂ 

 

地域の関係機関と連携し校

外学習を実施する。 

地域社会に貢献することができる生徒を

育成することができたか。 
Ａ 

総合的な探求の時間等を

利用し積極的に活動した。 

総合的な探求の時間やＬＨＲを

活用して、地域学習や地域貢献を

目標に各学年取り組んだ。特に１

２年生は、積極的に取組み、生徒

の自主性や行動力に大きな成長

が見られた。どのように継続させ

ていくかが今後の課題である。 

 

地域、関係機関と連携して防

災教育に取り組む。 

地域の防災リーダーとして活躍できる知

識・技能を身につけることができたか。 
Ａ 

自衛隊の協力を得て、防

災スクールを実施した。 

地域の歴史や産業等を学習

し社会性を養う。 

地域の魅力を知り、地域の課題に対して 

取り組み、行動や発信ができたか。 Ａ 

全学年が中津地区の林業

体験を行い、地域課題に

取り組んだ。 
 

学校名：日高高等学校中津分校学校  校長名：山本 直樹 


